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第
１
回
臨
時
会
が
、
平
成

26
年
１
月
28
日
か
ら
29
日
ま

で
、
会
期
２
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
第
１
号
】

◇
第
６
次
高
浜
市
総
合
計
画

基
本
計
画
（
中
期
）
の
策
定

に
つ
い
て

　

第
６
次
高
浜
市
総
合
計
画

の
基
本
構
想
に
定
め
た
将
来

都
市
像
「
思
い
や
り　

支
え

合
い　

手
と
手
を
つ
な
ぐ　

大
家
族
た
か
は
ま
」
の
実
現

に
向
け
て
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
に
、
市

民
・
地
域
・
事
業
者
・
関
係

機
関
・
行
政
が
協
働
し
て
取

り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
や
目
標
を
示
す
も
の
で
す
。

目
指
す
べ
き
姿
、
個
別
目
標

を
11
目
標
、
目
標
値
や
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
取
り
組

み
の
方
向
性
を
44
本
掲
げ
ま

す
。

条
例
等

  
●
第
１
回
●

高
浜
市
議
会
臨
時
会

　
【
議
案
第
２
号
】

◇
平
成
25
年
度
高
浜
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５
０

万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
を
１
３
４
億
２
９

１
１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

　

内
容
は
、
工
業
用
地
開
発

区
域
内
に
お
け
る
土
壌
汚
染

対
策
法
に
基
づ
く
土
壌
調
査

業
務
委
託
及
び
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
都
市
計
画
決
定
の

た
め
、
地
区
計
画
に
係
る
図

面
、
原
案
な
ど
図
書
の
作
成

業
務
委
託
。

　

基本目標 個別目標
Ⅰ

みんなで考え
みんなで汗かき

みんなのまちを創ろう

目標 ⑴　まちへの想いを育み、未来を切り開くチカラを高めます ≪協働・自治≫

目標 ⑵　将来を見据えた計画的・効果的な財政運営を行います ≪財政運営≫

Ⅱ
学び合い力を

合わせて
豊かな未来を

育もう

目標 ⑶　人と学びの輪を広げ、まちのチカラを育みます ≪生涯学習≫
目標 ⑷　�学校・家庭・地域が連携を深め、12年間の学びや育ちを

つなげます ≪学校教育≫

目標 ⑸　地域ぐるみで子育ち・子育てを支えます ≪子育ち・子育て≫

Ⅲ
明日を生み出す

エネルギー
やる気を活かせる
まちをつくろう

目標 ⑹　産業を活性化して、まちを元気にします ≪産業・観光≫

目標 ⑺　みんなでまちをきれいにします ≪環境≫

目標 ⑻　ハーモニーを奏でる快適な都市空間をつくります ≪都市基盤≫

目標 ⑼　安全・安心が実感できる地域づくりを進めます ≪防犯・防災≫
Ⅳ

いつも笑顔で健やかに
つながり100倍

ひろげよう

目標 ⑽　�一人ひとりを認め合い、その人らしく暮らせるまちづくり
を進めます ≪地域福祉≫

目標 ⑾　一人ひとりの元気と健康づくりを応援します ≪健康≫

補
正
予
算

議案等に対する各議員の態度
各会派 市政クラブ 公明党 共産党 市民

クラブ
開拓
志

議
員
氏
名

磯
貝
正
隆

鈴
木
勝
彦

北
川
広
人

杉
浦
敏
和

杉
浦
辰
夫

幸
前
信
雄

柴
田
耕
一

浅
岡
保
夫

柳
沢
英
希

小
野
田
由
紀
子

小
嶋
克
文

内
藤
と
し
子

鷲
見
宗
重

黒
川
美
克

長
谷
川
広
昌

※　議＝議案

種類 / 番号 件　　　　　　　　　　名

 第１回 臨時会 結　 果  ○＝賛成　　　　　●＝反対

議 第 １ 号 第６次高浜市総合計画基本計画（中期）の策定に
ついて 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議 第 ２ 号 平成２５年度高浜市一般会計補正予算（第５回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

※　内藤皓嗣議員は、議長職のため表決権はありません。
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平
成
26
年
３
月
高
浜
市
議

会
定
例
会
が
、
２
月
28
日
か

ら
３
月
26
日
ま
で
の
27
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
議
案

等
の
件
名
は
、
４
ペ
ー
ジ
の

「
議
案
等
に
対
す
る
各
議

員
の
態
度
」
の
件
名
欄
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

【
同
意
第
１
号
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
松
井
勝
彦
氏
が
平
成

26
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
再
度
選
任
す

る
も
の
。

【
同
意
第
２
号
】

　

副
市
長
杉
浦
幸
七
氏
が
平

成
26
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
の
で
、
新
た
に
副

市
長
を
選
任
す
る
も
の
。

同
　
　意

条
例
等

【
議
案
第
３
号
】

　

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
額
及
び
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
課
税
額
の
税
率
等
を

改
定
す
る
も
の
。

【
議
案
第
４
号
】

　

借
上
公
共
賃
貸
住
宅
エ
ク

セ
ル
湯
山
を
廃
止
す
る
も
の
。

【
議
案
第
５
号
】

　

市
民
菜
園
を
廃
止
す
る
も

の
。

【
議
案
第
６
号
】

　

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興

に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に

伴
い
、
復
興
計
画
の
作
成
等

に
携
わ
る
派
遣
職
員
に
対
し

て
災
害
派
遣
手
当
を
支
給
す

る
も
の
。

【
議
案
第
７
号
】

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
８
号
】

　

寄
付
行
為
に
よ
る
市
へ
の

道
路
の
帰
属
に
伴
い
、
市
道

路
線
を
廃
止
す
る
も
の
。

【
議
案
第
９
号
】

　

寄
付
行
為
に
よ
る
市
へ
の

道
路
の
帰
属
に
伴
い
、
市
道

路
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

【
議
案
第
10
号
】

　

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
に

鑑
み
、
常
勤
特
別
職
の
職
員

の
給
料
の
月
額
を
減
額
し
て

支
給
す
る
も
の
。

【
議
案
第
11
号
】

　

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
に

鑑
み
、
教
育
長
の
給
料
の
月

額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
も

の
。

【
議
案
第
12
号
】

　

西
三
河
農
業
共
済
組
合
を

含
む
愛
知
県
内
の
農
業
共
済

団
体
の
合
併
に
伴
い
、
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る

団
体
か
ら
当
該
共
済
組
合
を

除
く
も
の
。

【
議
案
第
13
号
】

　

行
政
の
合
理
化
及
び
効
率

化
を
推
進
す
る
た
め
、
事
務

分
掌
の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
14
号
】

　

高
浜
市
に
お
け
る
リ
バ
ー

ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
制
度
を
廃
止

す
る
も
の
。

【
議
案
第
15
号
】

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の

規
定
に
基
づ
き
、
災
害
派
遣

手
当
と
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手

当
を
新
た
に
加
え
る
も
の
。

【
議
案
第
16
号
】

　

消
費
税
率
の
上
昇
に
伴
い
、

介
護
保
険
法
第
43
条
第
３
項

に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
区
分

支
給
限
度
基
準
額
を
改
定
す

る
も
の
。

【
議
案
第
17
号
】

　

高
浜
市
宅
老
所
「
あ
っ
ぽ
」

を
廃
止
す
る
も
の
。

【
議
案
第
18
号
】

　

地
方
青
少
年
問
題
協
議
会

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地

方
青
少
年
問
題
協
議
会
の
会

長
及
び
委
員
の
資
格
を
定
め

る
も
の
。

【
議
案
第
19
号
】

　

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
社
会
教
育
委
員
の

委
嘱
の
基
準
を
定
め
る
も
の
。

【
議
案
第
20
号
】

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
か

ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

６
２
２
３
万
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
３
２
億
６
６
８
８
万

９
千
円
と
す
る
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て

は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

等
の
基
金
運
用
事
業
と
し
て

２
２
４
２
万
円
の
増
。
介
護

給
付
･
訓
練
等
給
付
費
等
の

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

と
し
て
１
０
８
１
万
３
千
円

の
増
。
民
間
保
育
所
運
営
委

託
料
、
運
営
費
補
助
金
な
ど

保
育
園
管
理
運
営
事
業
と
し

て
３
８
１
４
万
６
千
円
の
減
。

生
活
保
護
事
業
と
し
て
１
０

１
３
万
８
千
円
の
増
。
衣
浦

衛
生
組
合
分
担
金
の
確
定
に

よ
り
、
ご
み
処
理
事
業
５
５

６
４
万
円
の
減
。
衣
浦
東
部

広
域
連
合
分
担
金
の
確
定
に

よ
る
広
域
消
防
事
業
２
１
１

０
万
７
千
円
の
減
。

【
議
案
第
21
号
】

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
１
２
０
万

８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を
35
億
３
２
８

６
万
６
千
円
と
す
る
。

（
５
ペ
ー
ジ
へ
）

補
正
予
算
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議案等に対する各議員の態度
各会派 市政クラブ 公明党 共産党 市民

クラブ
開拓
志

議
員
氏
名

磯
貝
正
隆

鈴
木
勝
彦

北
川
広
人

杉
浦
敏
和

杉
浦
辰
夫

幸
前
信
雄

柴
田
耕
一

浅
岡
保
夫

柳
沢
英
希

小
野
田
由
起
子

小
嶋
克
文

内
藤
と
し
子

鷲
見
宗
重

黒
川
美
克

長
谷
川
広
昌

※　同＝同意　　　議＝議案

種類 / 番号 件　　　　　　　　　　名

　３月 定例会 結　 果 ○＝賛成・同意　　　　　●＝反対・不同意

同 第 １ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同 第 ２ 号 副市長の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議 第 ３ 号 高浜市国民健康保険税条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議 第 ４ 号 高浜市借上公共賃貸住宅の設置及び管理に関する
条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 ５ 号 高浜市市民菜園の設置及び管理に関する条例の廃
止について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議 第 ６ 号
災害応急対策又は災害復旧のため派遣された職員
に対する災害派遣手当に関する条例の一部改正に
ついて

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 ７ 号 高浜市道路占用料条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 第 ８ 号 市道路線の廃止について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 第 ９ 号 市道路線の認定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１０号 高浜市特別職の職員で常勤のものの給料の月額の
特例に関する条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１１号 高浜市教育長の給料の月額の特例に関する条例の
一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１２号 高浜市公益的法人等への職員の派遣等に関する条
例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１３号 高浜市事務分掌条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議第１４号 高浜市リバースモーゲージ条例の廃止について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１５号
災害応急対策又は災害復旧のため派遣された職員
に対する災害派遣手当に関する条例の一部改正に
ついて

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１６号 高浜市介護保険・介護予防の総合的な実施及び推
進に関する条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議第１７号 高浜市介護予防拠点施設の設置及び管理の管理に
関する条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１８号 高浜市青少年問題協議会設置条例の一部改正につ
いて 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１９号 高浜市社会教育委員設置等に関する条例の一部改
正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２０号 平成 25 年度高浜市一般会計補正予算（第６回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２１号 平成 25 年度高浜市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第３回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２２号 平成 25 年度高浜市土地取得費特別会計補正予算
（第１回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２３号 平成 25 年度高浜市公共下水道事業特別会計補正
予算（第２回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２４号 平成 25 年度高浜市介護保険特別会計補正予算（第
３回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２５号 平成 25 年度高浜市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２回） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２６号 平成 26 年度高浜市一般会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ●

議第２７号 平成 26 年度高浜市国民健康保険事業特別会計予
算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議第２８号 平成 26 年度高浜市土地取得費特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第２９号 平成 26 年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議第３０号 平成 26 年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第３１号 平成 26 年度高浜市介護保険特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議第３２号 平成 26 年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議第３３号 平成 26 年度高浜市水道事業会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
※　内藤皓嗣議員は、議長職のため表決権はありません。
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（
３
ペ
ー
ジ
よ
り
）

【
議
案
第
22
号
】

　

土
地
取
得
費
特
別
会
計
の

総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
６
１
９
万
４
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
４
１
８
０
万
２

千
円
と
す
る
。

【
議
案
第
23
号
】

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
１
１
６
万
４
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
13
億
１
１
７

０
万
５
千
円
と
す
る
。

【
議
案
第
24
号
】

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
保

険
事
業
勘
定
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
41
万
９
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
23
億
７
５

１
１
万
４
千
円
と
す
る
。

【
議
案
第
25
号
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
２
７
万
４
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
５
３
９

万
４
千
円
と
す
る
。

　

平
成
26
年
３
月
11
日
、
12

日
の
両
日
で
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
審
議
い
た
し

ま
し
た
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
性
質
別

内
訳
で
は
、
市
税
、
使
用
料

及
び
負
担
金
、
繰
入
金
な
ど

の
自
主
財
源
は
、
95
億
４
８

２
７
万
７
千
円
で
歳
入
全
体

の
70
・
４
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
市
税
収
入
は
、
82
億
３

８
９
５
万
５
千
円
で
前
年
度

比
４
・
９
％
の
増
、
金
額
に

し
て
3
億
８
７
５
５
万
２
千

円
の
増
を
見
込
み
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
性
質
別
内
訳
で
は
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
56
億
２
２

３
８
万
２
千
円
で
歳
出
全
体

の
41
・
４
％
を
占
め
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
し
、
４
・

１
％
の
減
、
金
額
に
し
て
２

億
４
２
５
８
万
１
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
建

設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費

は
、
４
億
４
５
８
２
万
８
千

円
で
、
前
年
度
比
35
・
１
％

の
増
、
金
額
に
し
て
１
億
１

５
８
８
万
６
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
主
要
・
新

規
事
業
等
は
、
市
庁
舎
あ
り

方
公
募
事
業
に
係
る
民
間
事

業
者
に
よ
る
広
範
囲
な
事
業

手
法
の
提
案
を
受
け
付
け
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る

た
め
一
連
の
支
援
業
務
を
、

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
委
託
す
る
市
庁
舎
あ
り

方
公
募
事
業
支
援
業
務
委
託

料
１
６
８
０
万
円
、
社
会
福

祉
推
進
事
業
に
係
る
福
祉
計

画
策
定
支
援
業
務
委
託
料
１

３
０
０
万
円
、
認
知
症
早
期

発
見
事
業
に
係
る
認
知
症
予

防
体
制
構
築
業
務
委
託
料
５

４
０
万
円
、
小
学
校
維
持
管

理
事
業
に
係
る
高
浜
小
学
校

の
整
備
に
向
け
た
一
連
の
支

援
業
務
を
、
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
す
る

高
浜
小
学
校
検
討
業
務
委
託

料
６
４
８
万
円
、
ま
た
、
全

小
中
学
校
体
育
館
の
天
井
・

照
明
器
具
な
ど
の
非
構
造
部

材
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ

る
実
地
調
査
を
行
う
業
務
委

託
料
４
７
６
万
円
、
吉
浜
・

高
取
小
学
校
の
吊
り
天
井
撤

去
工
事
に
む
け
た
設
計
委
託

料
５
４
３
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

予
　
　算

平成26年度当初予算を可決
総額２２４億３，０７２万円（前年度比３．８％増）

一般会計　　１３５億６，７８０万円（前年度比４．６％増）
特別会計　　　７８億２，１４７万円（前年度比４．１％増）
企業会計　　　１０億４，１４５万円（前年度比７．７％減）

一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市政全般について市の方針をただすものです。
　なお、掲載文は質問議員本人の原稿によるもので、各議員の質問と当局の答弁の要旨は
次のページのとおりです。

ここが聞きたい！
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問　
「
予
防
介
護
」「
軽
度
の
方
」「
重

度
の
方
」
を
対
象
と
す
る
、
介
護
施

策
は
。

答　

高
浜
市
が
今
後
も
、
力
を
入
れ

て
い
く
事
業
は
、
予
防
事
業
が
あ
り
、

「
い
き
い
き
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
」「
介
護
予
防
拠
点
施
設
事
業
」「
健

康
教
室
」「
生
き
が
い
教
室
」
な
ど
が

介
護
予
防
事
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

要
介
護
状
態
に
陥
り
そ
う
な
方
に
は
、

「
お
達
者
問
診
票
」
を
用
い
、
保
健

師
が
早
期
に
訪
問
し
、
介
護
予
防
事

業
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
要
支

援
の
方
に
は
、
地
域
包
括
医
療
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
介
護
予
防
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自
立
し
た
生

活
を
続
け
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
重
度
の
要
介
護
認
定
者
の
方

に
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
な
ど
を

実
施
。

幸 前 信 雄 議員

小野田由紀子 議員

問　

将
来
の
介
護
の
姿
と
効
果
の
検

証
並
び
に
、
事
業
見
直
し
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
。

答　

介
護
予
防
施
策
の
効
果
の
検
証

の
数
値
に
よ
る
可
視
化
は
難
し
く
具

体
的
な
数
値
は
表
し
に
く
い
。
事
業

の
見
直
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
現
在

実
施
し
て
い
る
事
業
の
課
題
に
対
し
、

総
合
的
に
取
り
組
み
、
包
括
的
な
事

業
と
し
て
「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　

団
塊
の
世
代
の
方
が
、
介
護
を

必
要
と
す
る
時
に
な
る
と
ど
う
な
る

の
か
。

答　

現
在
75
歳
以
上
の
方
の
内
、

29
・
５
％
の
方
が
要
介
護
認
定
さ
れ

て
お
り
、
団
塊
の
世
代
の
方
が
、
75

歳
以
上
を
迎
え
る
と
、
要
介
護
認
定

者
が
40
％
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

問　

平
成
26
年
度
予
算(
案)

を
そ

の
ま
ま
執
行
す
る
と
財
政
指
標
は
ど

う
な
る
か
。

答　

財
政
力
指
数
が
、「
０
・
98
」、

経
常
収
支
比
率
が
、「
89
・
８
％
」、

実
質
公
債
費
比
率
「
２
・
５
％
」
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

昨
年
中
期
財
政
計
画
が
示
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

国
・
県
の
動
向
や
「
公
共
施
設

保
全
計
画
」
の
内
容
を
反
映
し
た
も

の
と
す
る
た
め
、
公
表
の
時
期
を
変

更
。

問　

女
性
が
、
更
年
期
を
健
や
か
に

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
提

供
や
講
座
を
開
催
し
て
は
。

答　

商
工
会
婦
人
部
か
ら
の
依
頼
で
、

３
月
に
保
健
師
が
出
向
き
女
性
ホ
ル

モ
ン
や
更
年
期
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
く
。
今
後
は
、
健

康
づ
く
り
推
進
委
員
の
研
修
会
の
中

で
、
更
年
期
に
つ
い
て
保
健
師
か
ら

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
つ
く

っ
て
い
く
な
ど
、
こ
う
し
た
機
会
を

増
や
す
と
と
も
に
、
更
年
期
へ
の
対

応
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
は
、
骨
や
関
節
、

筋
肉
、
神
経
な
ど
、
体
を
動
か
す
組

「
介
護
施
策
」・「
財
政
指
標
」

に
つ
い
て

生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

推
進
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

女
性
の
健
康
維
持
、
更
年
期
を

健
や
か
に
過
ご
す
た
め
の
支
援

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
対
策
に
つ
い
て

織
全
て
を
指
す
運
動
器
の
こ
と
で
、

そ
れ
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
っ
た

こ
と
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
い
い
ま
す
が
、
知
名
度
が
低
く
、

今
後
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
考

え
は
。

答　

介
護
予
防
教
室
に
お
い
て
も
、

足
の
筋
力
を
鍛
え
る
運
動
を
事
業
に

取
り
入
れ
る
な
ど
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
視
点
に
置
い
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

普
及
啓
発
を
含
め
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

問　

産
後
直
後
の
母
子
の
心
身
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
産
後
ケ
ア
」
に
つ
い

て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

答　
「
マ
イ
保
健
師
」
が
支
援
の
中

心
と
な
り
、
国
の
地
域
少
子
化
対
策

強
化
事
業
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

病
気
回
復
期
に
至
っ
て
い
な
い

お
子
さ
ん
を
預
か
る
病
児
保
育
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答　

市
単
独
で
病
児
保
育
ま
で
拡
大

し
た
と
し
て
も
、
需
要
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
病
児
保
育
を
実
施
し

て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

病
児
保
育
の
開
設
に
つ
い
て
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問　

沿
岸
部
企
業
の
水
害
・
地
震
対

策
に
つ
い
て
。

答　

水
害
対
策
で
は
、
市
道
流
作
新

田
線
の
道
路
側
溝
改
修
工
事
と
新
田

町
四
丁
目
地
内
の
排
水
路
の
越
水
対

策
や
腰
落
樋
門
を
高
潮
に
伴
い
閉
鎖

し
た
時
に
、
雨
水
を
貯
留
で
き
る
暫

定
的
な
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。
地

震
対
策
で
は
、
迅
速
に
正
確
な
緊
急

情
報
を
伝
え
る
た
め
、
同
報
系
防
災

行
政
無
線
の
整
備
や
企
業
向
け
講
演

会
の
開
催
で
地
震
発
生
直
後
か
ら
企

業
が
果
た
す
動
き
や
自
助
対
策
を
見

直
す
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

芳
川
町
地
内
堤
防
補
強
整
備
に

つ
い
て
。

答　

堤
防
耐
震
点
検
の
結
果
地
盤
の

沈
下
が
３
ｍ
程
度
生
じ
る
と
の
結
果

か
ら
耐
震
性
を
備
え
た
高
潮
防
潮
堤

を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
の
で
地
盤
改
良
が
施

工
さ
れ
、
平
成
26
年
度
末
を
目
標
に

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

芳
川
町
四
丁
目
地
内
の
遊
水
地

問　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
を
編
成

す
る
に
あ
た
り
、
市
長
の
意
気
込
み

と
予
算
編
成
に
対
す
る
評
価
は
。

答　

予
算
は
、「
高
浜
市
の
今
を
ア
シ

タ
に
つ
な
ぐ
ス
タ
ー
ト
予
算
」
と
位

置
付
け
、「
中
期
基
本
計
画
の
着
実
な

実
施
」、「
事
務
事
業
の
総
点
検
」、「
重

点
施
策
へ
の
財
源
配
分
」
の
基
本
的

な
考
え
方
を
柱
と
し
、
基
盤
固
め
と

将
来
投
資
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
今
後
の
財
政
見
通
し
は
、

引
き
続
き
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
判
断
す
る
も

の
の
、
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、
平

成
10
年
度
以
降
、
最
大
規
模
を
計
上

す
る
と
と
も
に
消
費
税
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
る
中
、
歳
入
の
根
幹
を
な

す
市
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
約
82
億

３
９
０
０
万
円
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
前
の
平
成
20
年
度
に
次
ぐ
、
積

極
的
な
税
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
歳

出
で
は
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
中
期
基
本
計

画
を
計
画
的
・
効
果
的
に
ス
タ
ー
ト

鈴 木 勝 彦 議員

北 川 広 人 議員

の
今
後
に
つ
い
て
。

答　

現
在
ま
で
雨
水
調
整
池
と
し
て

機
能
し
て
い
た
遊
水
池
も
工
場
等
の

進
出
に
よ
り
一
部
埋
め
立
て
ら
れ
、

宅
地
化
が
進
み
状
況
が
変
化
し
て
い

ま
す
。
現
況
で
も
必
要
不
可
欠
の
施

設
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
遊
水
池
の

調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
遊

水
池
の
所
有
者
の
㈱
中
埜
酢
店
よ
り

高
浜
市
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
、
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
引
き
続
き
検
討
・
協
議
し
て
お

り
ま
す
。

問　

協
議
内
容
は
。

答　

災
害
か
ら
市
民
を
守
る
こ
と
を

考
え
、
㈱
中
埜
酢
店
よ
り
所
有
池
１

万
５
７
８
８
平
方
㍍
、
貯
留
可
能
量

約
１
万
８
千
立
方
㍍
を
買
い
取
る
方

向
で
検
討
、
協
議
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

明
治
用
水
中
井
筋
改
修
工
事
の

目
的
は
。

答　

中
井
筋
水
路
流
域
に
お
い
て
、

都
市
化
の
進
展
等
に
伴
い
、
水
路
へ

の
流
出
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
湛
水
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、

水
路
の
排
水
能
力
の
向
上
を
図
り
、

流
域
の
排
水
不
良
を
解
消
す
る
と
共

に
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

問　

改
修
に
よ
り
排
水
能
力
は
改
善

さ
れ
る
の
か
。

答　

現
在
の
排
水
能
力
よ
り
計
画
で

は
２
倍
以
上
の
向
上
に
な
り
ま
す
。

さ
せ
る
予
算
編
成
と
評
価
し
て
い
る
。

問　

今
回
の
組
織
改
正
に
対
す
る
市

長
の
想
い
は
。

答　

高
浜
市
総
合
計
画
中
期
基
本
計

画
が
議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
こ
の
基
本
計
画
を
よ
り
着
実
に
、

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
行
す
る
た

め
に
組
織
体
制
を
改
正
し
た
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
都
市
間
競
争

力
を
つ
け
る
と
と
も
に
職
員
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
保
全
計
画
（
案
）
の

内
容
が
、
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い

状
況
の
中
、
市
庁
舎
と
高
浜
小
学
校

の
今
後
の
方
向
性
を
示
す「
基
本
方

針
」が
示
さ
れ
た
。
保
全
計
画
（
案
）

公
表
前
に
こ
の
２
施
設
の
「
基
本
方

針
」
を
示
し
た
理
由
は
。

答　

市
庁
舎
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
防
災
対
応
機
能
の
維
持
の
必
要

性
の
認
識
が
高
ま
る
中
、
建
物
の
耐

震
性
能
の
不
足
と
老
朽
化
に
つ
い
て
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

理
由
。
ま
た
、
高
浜
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
３
つ
あ
る
校
舎
の
う
ち
、
南

校
舎
は
建
築
後
54
年
が
経
過
し
、
北

校
舎
に
つ
い
て
も
、
開
放
式
の
廊
下

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
躯
体
や
外
壁
の
欠
落
な
ど
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

理
由
。
こ
れ
ら
が
公
共
施
設
保
全
計

画
（
案
）
の
取
り
ま
と
め
の
過
程
に

お
け
る
劣
化
調
査
の
結
果
等
か
ら
判

明
し
た
た
め
。

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

防
災
・
治
水
対
策
に
つ
い
て
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問　

高
浜
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
。

答　

計
画
目
標
年
次
を
第
６
次
高
浜

市
総
合
計
画
と
同
じ
、
平
成
33
年
度

と
設
定
し
、
第
６
次
高
浜
市
総
合
計

画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
、「
思
い
や

り
、
支
え
合
い
、
手
と
手
を
つ
な
ぐ
、

大
家
族
た
か
は
ま
」
の
達
成
に
向
け
、

市
民
の
都
市
づ
く
り
へ
の
活
動
に
対

す
る
参
加
意
欲
の
高
ま
り
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
、
地
域

の
都
市
づ
く
り
の
熟
度
に
応
じ
た
支

援
体
制
づ
く
り
に
加
え
、
対
応
策
の

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

高
浜
市
公
共
施
設
あ
り
方
計
画

と
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
。

答　

本
市
の
す
べ
て
の
公
共
施
設

を
更
新
す
る
と
し
た
場
合
、
投
資

的
経
費
の
総
額
が
今
後
40
年
間
で

５
２
２
億
５
千
万
円
、年
当
た
り

13
億
１
千
万
円
必
要
と
の
試
算
結

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
の
持
つ

機
能
の
複
合
化
・
運
営
の
見
直
し
・

統
合
等
に
よ
る
総
量
の
圧
縮
な
ど
に

問　

消
費
税
増
税
に
伴
う
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
中
小
企

業
が
設
備
投
資
な
ど
に
必
要
と
な
る

と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
の
で
、

企
業
の
声
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

２
０
１
３
年
度
の
補
正
予
算
で

国
の
長
期
優
良
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

国
は
こ
う
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
こ
れ
を
見
て
市
と
し
て
ど
う
考
え

る
か
。

答　

こ
の
事
業
に
お
け
る
事
業
効
果

は
、
中
古
住
宅
市
場
の
流
通
促
進
や

長
く
使
っ
て
い
け
る
、
ス
ト
ッ
ク
を

壊
さ
ず
に
き
ち
ん
と
手
入
れ
し
て
長

く
大
切
に
使
う
社
会
の
構
築
が
期
待

さ
れ
る
の
で
、
有
効
で
あ
る
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
は

高
浜
市
の
方
針
に
沿
っ
た
事
業
で
は
。

答　

個
人
の
資
産
に
税
金
の
投
入
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
社

会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
は
得

黒 川 美 克 議員

鷲 見 宗 重 議員

よ
り
、
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
で
54
％
の

削
減
を
図
り
、
更
新
費
用
の
総
額

は
、
２
４
０
億
４
千
万
円
、
年
平
均

６
億
円
と
な
り
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
試
算
で
は
投
資
的
経
費
の

年
額
５
億
２
千
万
円
と
比
較
し
た
場

合
、１
・
２
倍
ま
で
圧
縮
で
き
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
庁
舎
に

つ
い
て
は
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合

化
や
保
有
形
態
の
見
直
し
に
よ
る
効

率
化
と
し
、
高
浜
小
学
校
に
つ
い
て

は
施
設
更
新
に
あ
わ
せ
、
図
書
館
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
と
の
複
合
化
を
図

る
こ
と
や
、
多
目
的
利
用
を
図
る
と

と
も
に
市
民
と
の
協
働
や
民
間
企
業

の
能
力
等
の
活
用
を
前
提
と
す
る
新

た
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
実
施
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事

業
等
の
都
市
基
盤
整
備
の
実
施
に
は
、

多
大
な
年
月
と
費
用
が
必
要
と
な
り
、

市
の
財
政
負
担
も
相
当
の
額
に
上
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え

で
の
一
つ
の
事
業
手
法
で
あ
る
こ
と

は
理
解
し
ま
す
が
、
今
回
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

問　

高
浜
市
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ

い
に
し
よ
う
条
例
に
つ
い
て
。

答　

犬
の
フ
ン
対
策
と
し
て
は
、
市

内
動
物
病
院
に
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
遵

守
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
、
狂
犬

病
予
防
接
種
時
に
犬
の
フ
ン
放
置
禁

止
チ
ラ
シ
の
配
布
等
、
飼
い
主
に
対

し
て
飼
育
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

に
く
い
と
考
え
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
全
体
を
対
象
と
し
た
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

問　

高
浜
分
院
に
お
い
て
も
、
救
急

医
療
を
再
開
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

答　

採
算
ベ
ー
ス
に
乗
り
に
く
く
、

大
き
な
赤
字
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

多
額
の
運
営
費
が
必
要
と
な
る
。
救

急
医
療
に
は
多
く
の
人
、
物
、
金
が

必
要
で
あ
り
、
困
難
で
あ
る
。

問　

平
成
25
年
の
高
浜
分
院
の
収
支

状
況
は
。

答　

今
年
の
１
月
末
の
段
階
で
１
億

２
２
５
０
万
７
千
円
の
経
常
損
失
が

発
生
し
て
い
る
。
水
害
復
旧
に
か
か

る
特
別
損
失
が
１
９
４
７
万
４
千
円

発
生
し
て
い
る
た
め
、
１
億
４
１
８

９
万
１
千
円
と
聞
い
て
い
る
。

問　

赤
字
解
消
の
た
め
に
は
診
療
科

目
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

診
療
科
目
を
充
実
す
る
こ
と
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
新
た
な
診

療
科
目
を
標
榜
す
る
に

は
医
師
の
確
保
が
絶
対

条
件
に
な
る
。
新
た
な

診
療
科
目
を
標
榜
で
き

る
状
態
に
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

産
業
振
興
に
つ
い
て

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
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問　

愛
知
県
ご
み
焼
却
処
理
広
域
化

計
画
で
は
、
焼
却
能
力
を
１
日
あ
た

り
３
０
０
ト
ン
以
上
を
基
準
と
し
て
、

県
内
を
13
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
割
り
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
ご
み
処
理
の

広
域
化
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

高
浜
市
は
衣
浦
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
安
城
市
の
焼
却

処
理
施
設
で
あ
る
「
安
城
市
環
境
セ

ン
タ
ー
」
と
碧
南
市
と
高
浜
市
の
焼

却
処
理
施
設
で
あ
る
「
衣
浦
衛
生

組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
衣
浦
」

は
統
合
し
、
３
０
０
ト
ン
に
集
約
化

を
目
指
す
、
ど
ち
ら
も
竣
工
か
ら
15

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
広

域
化
す
る
も
の
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
広
域
化
計
画
は
、
最
初
か

ら
３
０
０
ト
ン
の
大
型
化
計
画
が
先

に
あ
り
き
で
、
ご
み
を
ど
の
よ
う
に

減
ら
す
の
か
、
ど
の
よ
う
に
処
理
す

る
の
か
と
い
う
計
画
が
な
い
。
更
に

広
域
化
す
れ
ば
、
運
搬
車
両
が
広
く

走
る
こ
と
に
な
っ
て
Co2

が
よ
り
多
く

排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い

　

前
回
号
に
て
掲
載
で
き
な
か
っ
た

部
分
で
す
。
な
お
、
当
日
の
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
項

目
に
よ
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、
高
浜

市
役
所
議
会
グ
ル
ー
プ
内
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
報
告
会
の
報
告
内
容
に
関
し

て
の
ご
質
問
等

・
議
会
報
告
会
を
や
る
以
上
、
市
民

か
ら
の
問
題
を
出
さ
れ
た
が
、
も
っ

と
は
っ
き
り
答
え
て
ほ
し
い
。

●
我
が
市
で
は
、
緊
急
時
に
搬
送
さ

れ
る
総
合
病
院
が
刈
谷
市
以
外
に
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
病
院
と
の

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
予
定

が
あ
り
ま
す
か
。

●
お
答
え

　

現
在
、
刈
谷
豊
田
総
合
病
院
と
高

浜
市
内
の
診
療
所
間
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

し
、
紹
介
時
の
診
療
予
約
、
検
査
予

約
の
効
率
化
や
診
療
情
報
の
共
有
化

な
ど
、
受
診
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
心

市
宣
言
を
し
た
刈
谷
市
を
中
心
に
、

知
立
市
、
高
浜
市
、
東
浦
町
の
３
市

１
町
で
締
結
さ
れ
た
衣
浦
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
生
活
機
能
の

強
化
に
係
る
政
策
分
野
」
の
う
ち
の

内藤とし子 議員

う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
書
か
れ
て
お
ら
ず

問
題
で
あ
る
。

答　

前
計
画
改
定
か
ら
５
年
が
経
過

し
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

前
計
画
内
容
を
見
直
し
広
域
処
理
体

制
の
構
築
を
図
る
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
計
画
期
間
を
延
長
す

る
も
の
で
平
成
26
年
度
を
45
年
ま

で
延
長
す
る
も
の
。
ご
み
処
理
の
焼

却
施
設
の
広
域
化
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
決
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

「
現
在
稼
働
し
て
い
る
施
設
の
統

合
」、「
現
在
稼
働
し
て
い
る
施
設
の

更
新
」
の
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

問　

資
源
ご
み
の
立
ち
番
制
は
高
齢

者
世
帯
や
小
さ
い
子
が
い
る
世
帯
で

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
シ

ル
バ
ー
に
委
託
な
ど
方
策
を
考
え
よ
。

答　

立
ち
番
を
廃
止
す
る
と
不
法
投

棄
が
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
制

度
の
存
続
は
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、

積
み
上
げ
て
き
た
助
け
合
い
の
精
神

が
一
気
に
失
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
現
時
点
で
外
部
委
託
を
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
、
医
療
分
野
に
お
け
る
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
他
と
の
予
定

は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

●
福
祉
文
教
委
員
会
「
新
設
保
育
事

業
」
事
業
費
２
７
３
０
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
場
所
も
示
し

た
ほ
う
が
よ
い
（
わ
か
り
や
す
い

為
）
採
択
さ
れ
た
場
合
は
、
特
に
出

席
者
に
は
知
ら
せ
た
ほ
う
が
よ
い
。

●
お
答
え

　
「
高
浜
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」

　

住
所
：
高
浜
市
青
木
町
八
丁
目
１

番
地
20

　

※
高
浜
老
人
ふ
れ
あ
い
の
家　

宅

老
所
「
い
っ
ぷ
く
」（
か
わ
ら
美
術
館

よ
り
旧
道
に
て
、
北
へ
約
３
０
０
メ

ー
ト
ル
。
い
き
い
き
号 

港
コ
ー
ス

「
高
浜
老
人
ふ
れ
あ
い
の
家
西
」
停

留
所
よ
り
東
へ
入
る
。）
の
東
奥
、塩

前
寺
の
西
隣
に
な
り
ま
す
。

・
高
浜
市
は
先
進
市
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
議
会
報
告
会
を
定
期
的
に
市

民
あ
て
に
報
告
会
が
な
さ
れ
る
こ
と

も
先
進
市
た
る
重
要
な
条
件
で
す
が
、

も
っ
と
市
民
が
参
加
す
べ
き
で
あ
る

し
、
参
加
し
や
す
い
日
程
又
は
宣
伝

方
法
を
考
慮
す
べ
き
と
き
に
き
て
い

る
。

・
答
弁
の
中
で
「
・
・
・
今
後
考
え

る
。」「
・
・
・
・
計
画
」
等
と
あ
る

が
、
議
会
と
し
て
こ
れ
ら
に
対
し
て

の
チ
ェ
ッ
ク
・
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
の
報
告
も
し
て
い
た
だ

け
る
と
良
い
。

ご
み
処
理
の
広
域
化
計
画
に
つ
い
て

資
源
ご
み
の
立
ち
当
番
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
集
計
結
果



102014年4月　高浜市議会だより

高浜市議会「議会報告会」を開催いたします。

６月定例会を 傍聴してみませんか

と　き：平成２６年５月１０日（土）午後２時から（午後１時３０分開場）
ところ：高浜エコハウス　２階　講義室
　　※　事前申し込みなどございませんので、お気軽にご参加ください。

　定例会は３・６・９・１２月の年４回開催されます。
　一般質問等で市政全般にわたって論議が展開されます。
　ぜひ、一度お出かけください。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
表
紙
の
写
真
は
高

浜
南
中
学
校
の
卒
業
式
の
様

子
で
す
。
義
務
教
育
を
卒
業

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
勉
強
・

仕
事
な
ど
、
自
分
自
身
の
責

任
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
未
来
は
若
い
人
た
ち

の
も
の
で
す
。
苦
難
を
乗
り

越
え
て
い
く
勇
気
が
い
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
高
浜

市
議
会
か
ら
も
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

今
回
で
現
編
集
委
員
に
よ
る

「
ぴ
い
ぷ
る
」
の
発
行
は
最

後
と
な
り
ま
す
。
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
月
の
臨
時
議
会
で
は
、

第
６
次
高
浜
市
総
合
計
画
の

中
期
基
本
計
画
を
３
月
定
例

議
会
で
は
、
平
成
26
年
度
予

算
（
案
）
を
審
議
・
可
決
し
、

第
６
次
高
浜
市
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
、
議
会
も
着
実

に
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
16
市
町

か
ら
来
庁
さ
れ
、
主
に
、
議

会
改
革
、
高
浜
市
総
合
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
、
地
域
内
分

権
、
子
ど
も
の
育
成
な
ど
の

視
察
目
的
で
、
当
市
議
会
へ

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

●
来
庁
さ
れ
た
自
治
体
名

（
平
成
25
年
度
来
庁
日
順
）

　

・
埼
玉
県　

越
谷
市

　

・
岩
手
県　

久
慈
市

　

・
愛
知
県　

碧
南
市

　

・
富
山
県　

入
善
町

　

・
大
分
県　

宇
佐
市

　

・
富
山
県　

射
水
市

　

・
香
川
県　

坂
出
市

　

・
埼
玉
県　

蓮
田
市

　

・
兵
庫
県　

西
宮
市

　

・
東
京
都　

青
梅
市

　

・
栃
木
県　

矢
板
市

　

・
京
都
府　

木
津
川
市

　

・
岡
山
県　

備
前
市

　

・
兵
庫
県　

相
生
市

　

・
茨
城
県　

守
谷
市

　

・
埼
玉
県　

志
木
市

表
紙
の
説
明

編
集
後
記

　
高
浜
市
議
会
に
対
し
て
の
ご
意
見

等・
議
会
報
告
会
等
は
、
一
人
で
も
多

く
出
て
も
ら
う
様
に
全
市
民
を
包
み

込
む
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
こ
な
い
と（
関

わ
っ
て
い
な
い
と
）
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
。

・
わ
か
り
に
く
い
言
葉
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

・
し
っ
か
り
と
し
た
数
字
が
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
今
後
の
私
達

の
生
活
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
資
料
を
全
て
読
み
上
げ
る
だ
け
で

は
な
く
、
重
点
部
分
（
特
に
問
題
と

な
っ
た
）
を
説
明
し
、
質
問
時
間
を

確
保
す
る
。

・
市
議
会
報
告
会
に
は
い
つ
も
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
も
っ
と
集
ま
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
を
望
む
。

・
市
議
会
議
員
、
も
っ
と
参
加
者
を

増
や
す
事
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

・
参
加
者
が
多
く
参
加
で
き
る
の
は
、

日
付
の
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
12
月

１
日
「
市
民
表
彰
式
」
の
日
。
こ
の

日
の
終
了
後
だ
と
市
民
参
加
者
が
増

え
る
か
も
？

・
議
会
報
告
会
が
ま
ず
市
民
の
声
を

聞
く
の
が
先
、
市
民
あ
っ
て
議
会
が

あ
る
と
思
う
。

・
議
会
報
告
会
案
内
Ｐ
Ｒ
は
、
見
る

人
の
目
に
映
る
工
夫
が
必
要
。

高
浜
市
議
会
へ
の
視
察

●６月定例会の日程●
日 曜 会議日程 付議事項

６日 金 本　会　議
開会、市長招集挨拶、会議録署名議員の指名、
会期の決定、諸報告、農業委員会委員の推薦、
議案上程、説明、一部採決、報告

10日 火 本　会　議 一般質問
11日 水 本　会　議 一般質問
13日 金 本　会　議 総括質疑、議案委員会付託 
17日 火 総務建設委員会 付託案件審査、閉会中の継続調査申出事件
18日 水 福祉文教委員会 付託案件審査、閉会中の継続調査申出事件

25日 水 本　会　議
委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、
採決、常任委員会の閉会中の継続調査申出事
件、閉会

（都合により、日程を変更する場合があります。）

午前10時～


